
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性
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77 万

以上

95万9千 達成

達成6 6 12

4,312 5,498
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H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

100万

国際会議の開催（件）

事業番号 07 05 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 スポーツ合宿・ＭＩＣＥ誘致促進事業スポーツ合宿・ＭＩＣＥ誘致促進事業スポーツ合宿・ＭＩＣＥ誘致促進事業スポーツ合宿・ＭＩＣＥ誘致促進事業
担

当

課

部局 観光部

２　国内外からの誘客・交流の促進 実施期間 H24 ～

課・室 移住・交流課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  １「次世代産業の創出」　２「農山村産業クラスターの形成」 E-mail iju@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

１－２　強みを活かした観光の振興

目指す姿

現状

豊かな自然環境を活かしたスポーツ合宿やＭＩＣＥ（会議・イベント等）の誘致を促進し、交流人口の拡大による地域経済の活性化を図る。

※「ＭＩＣＥ」とは、会議（Meeting）、報奨旅行（Incentive Travel）、国際会議（Convention）、展示会・見本市（Exhibition/Event）の頭文字

で、多くの集客・交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。

○観光県長野における誘客・交流人口の減少や消費行動の減速が懸念されている。

○スポーツ合宿やＭＩＣＥの誘致に向けては、大都市圏における情報発信力を高めるとともに、継続的な誘致活動に取り組む必要がある。

○スポーツ合宿等の誘致に向け、市町村を越えた広域的な連携や宿泊施設等との官民連携による受入体制の充実が必要である。

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県が市町村、民間団体と連携して、全県にわたる情報を集約して発信するこ

とが誘致実現に効果的である。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○長野県内でのスポーツ合宿者数　77万人（H23調査）以上

○国際会議開催件数　６件（H23調査）以上

5,498

77万

事業内容

成果目標の達成状況

項目

合宿者数（延べ人数）

合計 4,551

スポーツ合宿・ＭＩＣＥの誘致促進 直接

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

4,312

4,551 5,498

合計（A) 0 0 4,551

5,498

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

Aの

財源

0 0 0

予

算

額

前年度繰越

当初予算

補正予算等

0.30 0.30

0

4,312

概　算

人件費

スポーツ合宿・ＭＩＣＥ誘致推進員の配置（１名）し、旅

行会社等に対する訪問活動等を実施し、バスケット

ボールやハンドボールなどのスポーツ合宿等を誘致し

た。

（H24：訪問等件数　348件）

4,551 4,312 5,498

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

引き続き、県東京観光情報センターに誘致推進員を配置するとともに、効果的な営業ツールの作成等を行う。また、市町村担当者や観光

事業者を対象とした研修会等を開催し、県内各地の受入体制の充実を図りながら、スポーツ合宿等の更なる誘致促進に取り組む。

目標に対

する成果

の状況

スポーツ合宿者数及び国際会議開催件数ともに目標数値を達成することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 6,789 7,975

0 2,477 2,477


